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京都駅前武田透析クリニック
〒600-8216　京都市下京区木津屋橋通新町西入東塩小路町606-3-2 三　京都駅前ビル6階
TEL.075-351-9200　FAX.075-351-9201 

康生会クリニック
〒600-8231　京都市下京区油小路通下魚ノ棚下る油小路町277
TEL.075-354-7227　FAX.075-354-7228

医療法人 財団 康生会

医療法人 財団 医道会

医療法人 財団 宮津康生会

救急告示病院・地域医療支援病院・臨床研修指定病院・開放型病院・
日本医療機能評価機構認定病院

救急告示病院・開放型病院・回復期リハビリテーション病棟・日本医療機能評価機構認定病院

緩和ケア病棟・日本医療機能評価機構認定病院

武田病院 ☆
〒600-8558　京都市下京区塩小路通西洞院東入東塩小路町841-5（JR京都駅前）
TEL.075-361-1351　FAX.075-361-7602

十条武田リハビリテーション病院

日本医療機能評価機構認定病院

北山武田病院
〒603-8053　京都市北区上賀茂岩ヶ垣内町99番地（地下鉄北山駅）
TEL.075-721-1612　FAX.075-701-7399

武田病院画像診断センター
〒600-8558　京都市下京区塩小路通西洞院東入東塩小路町841-5(JR京都駅前)
TEL.075-361-1680　FAX.075-361-1682　フリーコール 007-77-5588

梶井町放射線診断科クリニック
〒602-0841　京都市上京区御車道通清和院口上る梶井町457番地
TEL.075-950-5751　FAX.075-950-5753

たけだ診療所（免疫・遺伝子クリニック）
〒600-8216　京都市下京区木津屋橋通新町西入東塩小路町606-3-2 三　京都駅前ビル1階
TEL.075-351-8282　FAX.075-351-8448

柳馬場武田クリニック
〒604-8113　京都市中京区柳馬場通六角下る井筒屋町407番地 シティーハウス407 1F
TEL.075-213-2216　FAX.075-213-2217

〒601-8107　京都市南区上鳥羽南唐戸町７番地 Ｋビル１階 表・中号
TEL.075-671-2415　FAX.075-671-2435

十条訪問看護ステーション ☆

京都市 下京・中部 地域包括支援センター

京都壬生苑診療所
〒604-8821　京都市中京区壬生梛ノ宮町31番地
TEL.075-823-3371　FAX.075-822-6550

☆柳馬場訪問看護ステーション
〒604-8113　京都市中京区柳馬場通六角下る井筒屋町407番地 シティーハウス407 1F
TEL.075-212-7266　FAX.075-212-7321

☆たけだホームヘルプサービス

☆

〒604-8113　京都市中京区柳馬場通六角下る井筒屋町407番地 シティーハウス407 1F
TEL.075-211-5999　FAX.075-213-2217

高齢サポート・下京中部
〒600-8231　京都市下京区油小路通下魚棚下る油小路町288番地 井筒堀川ビル1階
TEL.075-361-2141　FAX.075-361-2145

〒601-8325　京都市南区吉祥院八反田町32（十条新千本角）
TEL.075-671-2351　FAX.075-671-2961

宮津武田病院
〒626-0041 京都府宮津市鶴賀2059番地の1（北近畿タンゴ鉄道宮津駅）
TEL.0772-22-2157　FAX.0772-22-1125

稲荷山武田病院
〒612-0801　京都市伏見区深草正覚町27番地（京阪鳥羽街道駅）
TEL.075-541-3371　FAX.075-532-5115

救急告示病院・臨床研修指定病院・歯科医師臨床研修指定病院・開放型病院・
日本医療機能評価機構認定病院・人間ドック健診施設機能評価認定

指定介護療養型医療施設

財団法人ルイ・パストゥール医学研究センター関連施設

宇治武田病院
〒611-0021 京都府宇治市宇治里尻36-26（JR宇治駅前）
TEL.0774-25-2500　FAX.0774-25-2353

※木津屋橋武田病院
〒600-8231 京都市下京区油小路通下魚棚下ル油小路町293番地
TEL.075-343-1766　FAX.075-343-5739

山科武田ラクトクリニック
山科武田ラクト健診センター
〒607-8080　京都市山科区竹鼻竹ノ街道町92番地 山科駅前ラクト山科C棟3階
TEL.075-581-0910(山科武田ラクトクリニック) TEL.075-581-6696（山科武田ラクト健診センター）
FAX.075-581-0991

武田病院健診センター
〒600-8216　京都市下京区塩小路通西洞院東入東塩小路町608 日本生命京都三哲ビル3F
TEL.075-365-0825　FAX.075-361-3829

人間ドック健診施設機能評価認定

人間ドック健診施設機能評価認定

医療法人 医仁会

社会福祉法人 青谷福祉会

附属施設/医仁会武田総合病院リハビリセンター
〒601-1439　京都市伏見区石田森東町27-1
TEL.075-572-5139　FAX.075-571-8877

疾病予防センター
〒601-1495　京都市伏見区石田森南町28-1
TEL.075-572-6365

武田クリニック［血液透析センター］
〒601-1495　京都市伏見区石田森南町33-6
TEL.075-572-6984　FAX.075-572-6218

医仁会武田総合病院
〒601-1495 京都市伏見区石田森南町 28-1 （地下鉄石田駅 ・ 外環状線沿）
TEL.075-572-6331　FAX.075-571-8877

救急告示病院・臨床研修指定病院・卒後臨床研修評価機構認定病院・
歯科医師臨床研修指定病院・開放型病院・日本医療機能評価機構認定病院・
京都府がん診療推進病院

精華町国民健康保険病院
〒619-0241 京都府相楽郡精華町祝園砂子田7番地（JR祝園駅 ・ 近鉄新祝園駅前）
TEL.0774-94-2076　FAX.0774-93-2818

指定管理者 医療法人 医仁会　救急告示病院

老人保健施設 白寿 ※☆
〒601-1434　京都市伏見区石田森南町9番地
TEL.075-572-8207　FAX.075-572-8726

京都市下京区地域介護予防推進センター
〒600-8231　京都市下京区油小路通下魚棚下る油小路町288番地 井筒堀川ビル1階
TEL.075-361-1060　FAX.075-361-0901

※☆

☆

老人保健施設 いわやの里
〒607-8177　京都市山科区大宅古海道町52
TEL.075-572-1811　FAX.075-572-1880
指定管理者 医療法人 医仁会
辰巳診療所
〒601-1345　京都市伏見区醍醐外山街道町21
TEL.075-571-8545　FAX.075-571-8555

※☆

※☆
軽費老人ホーム ヴィラ城陽
訪問介護ステーション ヴィラ城陽

☆おもいやり訪問看護ステーション
〒601-1434　京都市伏見区石田森南町9番地
TEL.075-574-1621　FAX.075-574-1622

☆高齢サポート・醍醐南部
京都市 醍醐・南部 地域包括支援センター

〒601-1434　京都市伏見区石田森南町9番地
TEL.075-572-6572　FAX.075-575-4738

〒610-0114　京都府城陽市市辺笹原1番地
TEL.0774-55-1875　FAX.0774-54-3321

※☆城陽市立東部デイサービスセンター
〒610-0102　京都府城陽市久世芝ヶ原6番地の2
TEL.0774-56-2530　FAX.0774-56-2531

※☆
※☆

※☆

※☆

※☆

特別養護老人ホーム ヴィラ山科
ヴィラ山科デイサービスセンター
ヴィラ山科オレンジデイサービスセンター

高齢サポート・大宅
京都市 大宅 地域包括支援センター

〒607-8179　京都市山科区大宅御所田町115-1
TEL.075-572-6660　FAX.075-575-5055

訪問介護ステーション ヴィラ山科

※☆特別養護老人ホーム 加茂の里

※☆特別養護老人ホーム ヴィラ稲荷山

※☆訪問介護ステーション 加茂の里

※☆ケアハウス あじさい
※☆デイサービスセンター 加茂の里

※☆ヴィラ稲荷山デイサービスセンター

〒607-8179　京都市山科区大宅御所田町115-1
TEL.075-575-5252　FAX.075-575-5055

〒619-1154　京都府木津川市加茂町駅東四丁目1番地3（JR加茂駅前）
TEL.0774-76-7607　FAX.0774-76-7802

※☆加茂町在宅介護支援センター・加茂の里
〒619-1154　京都府木津川市加茂町駅東四丁目1番地3（JR加茂駅前）
TEL,FAX.0774-76-8294

〒612-0801　京都市伏見区深草正覚町23番
TEL.075-561-6550　FAX.075-561-6552

社会福祉法人 悠仁福祉会
※☆特別養護老人ホーム ヴィラ鳳凰

※☆
※☆

ケアハウスやまぶき
デイサービスセンターヴィラ鳳凰

☆三条小川デイサービスセンター
〒604-8246　 京都市中京区小川通三条下ル猩々町124
TEL.075-254-1106　FAX.075-254-1107

〒611-0021　京都府宇治市宇治里尻36-35
TEL.0774-25-2577　FAX.0774-25-2788

グループホーム鳳凰槇島
複合型施設鳳凰槇島
訪問看護ステーションふくろう
訪問介護ステーションふくろう
〒611-0041　京都府宇治市槇島町大川原３５-５
TEL.0774-25-2050　FAX.0774-25-2160

〒619-1154　京都府木津川市加茂町駅東二丁目2番地1 ユニ加茂壱番館（JR加茂駅前）
TEL.0774-76-0233　FAX.0774-76-8461

※☆訪問看護ステーション あじさい
〒619-1154　京都府木津川市加茂町駅東四丁目1番地3（JR加茂駅前）
TEL.0774-76-0234　FAX.0774-76-7802

〒607-8179　京都市山科区大宅御所田町115-1
TEL.075-572-6677　FAX.075-572-6866
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武田病院グループ 共催
第29回日本医学会総会
『元気人トーク＆健康セミナー』を開催

04

春うらら／武田　道子

1日のはじまりは朝食から／白井　智佳子
キッチン探訪

京の医史跡を訪ねて

06

innovation／武田　隆司 08

先端医療への貢献／武田　隆男 10

たけだインフォメーションニュース 12

20

握力のトレーニング／濱道　里美
ワンポイントフィットネス 21

認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）が公表されました／西村　孝
ケアアドバイス 18

肺炎球菌ワクチンの定期接種について／下山　尚子
くすりのお話 19

24

第21回看護学生応援セミナー報告／吉田　乃里子
ナーシングメッセージ 22

ブリッジ思いやりの会／小寺　勝／近藤　佳苗
福祉の現場から 23

今号の表紙 「都をどり」

私たちは常に思いやりの心をもち　患者さんに信頼される病院でありたい

私たちは人々の生命の尊厳に対する希求
健康への願いに対するニーズに応え
地域社会に信頼される病院でありたい

私たちはお互いに尊敬と協調の心をもち
職員相互が信頼しあう病院でありたい

武田病院グループは
患者さんとの間に思いやりと信頼のかけ橋を
地域社会との間に信義と信頼のかけ橋を
すべての職員の間に心と心をつなぐ
信頼のかけ橋をつくりあげる

努力を重ねます

私たちは
患者さんの意見・立場を大切にし
インフォームド・コンセントを

尊重します

武田病院グループは地球環境の保全を
保健・医療・福祉活動

及び関連活動で常に考慮し
地球にやさしい、心がかよう、心が安らぐ
豊かな社会環境の実現に貢献します

研究分野と治療現場をつなぐ
『先端医療～治らない病気への挑戦～』
フォーラムを京都で開催／武田　隆久

02
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こ
う
し
た
精
神
は
現
代
に
も
受
け
継
が

れ
、
基
礎
医
学
分
野
、
臨
床
分
野
、
そ
れ

以
外
で
も
絶
え
ず
研
究
が
続
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

１
日
も
早
い
治
療
の
実
現
へ

先
端
医
療
の
取
り
組
み
を
紹
介

　

一
口
に
研
究
と
言
い
ま
し
て
も
そ
こ
に

は
様
々
な
内
容
が
あ
り
、
な
か
に
は
大
き

な
飛
躍
が
期
待
さ
れ
る
、
ま
さ
に
革
新
的

な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

３
月
に
は
こ
こ
京
都
で
、
日
本
の
最
先

端
医
療
の
恩
恵
を
多
く
の
人
々
に
受
け
て

も
ら
う
、先
進
医
療
推
進
機
構（
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
）

と
京
都
大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所
（
Ｃ
ｉ

Ｒ
Ａ
）
の
共
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
『
先
端
医

療
〜
治
ら
な
い
病
気
へ
の
挑
戦
〜
』
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

当
日
は
ま
ず
、
藤
堂
具
紀
教
授
（
東
京

大
学
医
科
学
研
究
所
先
端
医
療
研
究
セ
ン

タ
ー
先
端
が
ん
治
療
分
野
）
が
登
壇
し
、

抗
が
ん
機
能
を
有
す
る
遺
伝
子
組
み
換
え

に
よ
る
ヘ
ル
ペ
ス
ウ
イ
ル
ス
を
新
た
に
開

発
、
治
療
薬
（
Ｇ
47
Δ
）
と
し
て
昨
年
末

か
ら
治
験
（
医
薬
品
承
認
申
請
へ
の
臨
床

試
験
）
に
臨
ん
で
い
る
こ
と
を
発
表
さ
れ

ま
し
た
。

　

次
に
、
澤
芳
樹
教
授
（
大
阪
大
学
大
学

院
医
学
系
研
究
科
外
科
学
講
座
心
臓
血
管

外
科
学
）
が
、
人
工
心
臓
や
自
己
筋
芽
細

胞
シ
ー
ト
、ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
か
ら
の
治
療
用
細

胞
シ
ー
ト
が
今
後
、
重
症
心
不
全
患
者
さ

ん
へ
大
き
な
福
音
と
な
る
こ
と
を
報
告
し

ま
し
た
。

　

こ
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
の
研
究
で
ノ
ー
ベ
ル

生
理
学
・
医
学
賞
を
受
賞
し
た
山
中
伸
弥

教
授
（
京
都
大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
所
所

長
）
は
、ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
に
よ
る
パ
ー
キ
ン
ソ

ン
病
の
臨
床
を
目
前
に
し
た
、
高
橋
淳
教

授
ら
同
研
究
所
で
の
成
果
を
披
露
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
同
じ
京
都
大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研

究
所
の
藤
田
み
さ
お
准
教
授
が
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
の
倫
理
面
に
つ
い
て
講
演
。
そ
の
後
、

客
席
か
ら
の
質
問
を
受
け
、
重
い
病
気
や

症
状
に
苦
し
ん
で
い
る
患
者
さ
ん
や
医
療

関
係
者
の
問
い
に
対
し
、
各
講
演
者
が
丁

寧
に
答
え
ま
し
た
。

　

今
回
、
私
は
大
会
長
と
し
て
こ
の
先
端

医
学
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
関
わ
り
ま
し
た

が
、
こ
れ
ら
素
晴
ら
し
い
研
究
成
果
や
治

療
の
現
状
を
周
知
す
る
お
手
伝
い
が
出
来

て
本
当
に
良
か
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。

難
病
や
重
度
の
疾
患
に
苦
し
ん
で
お
ら
れ

る
患
者
さ
ん
に
、
１
日
も
早
く
治
療
を
実

施
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、

研
究
分
野
と
治
療
現
場
を
つ
な
ぐ
役
割
を

担
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
最
先
端
の
医
療
を
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
で
提
供
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、

当
グ
ル―

プ
も
一
丸
と
な
っ
て
邁
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

研
究
分
野
と
治
療
現
場
を
つ
な
ぐ

『
先
端
医
療
〜
治
ら
な
い
病
気
へ
の
挑
戦
〜
』

フ
ォ
ー
ラ
ム
を
京
都
で
開
催

た
け
だ
ト
ピ
ッ
ク
ス
①

武
田　

隆
久

武
田
病
院
グ
ル
ー
プ
　
理
事
長

人
類
繁
栄
の
歴
史
は
医
療
発
展
の
歴
史

先
人
に
な
ら
っ
て
絶
え
ず
研
究
・
進
歩

　

め
ざ
ま
し
い
進
化
を
遂
げ
る
医
療
で
す

が
、
な
お
、
治
癒
が
困
難
で
あ
っ
た
り
、

治
療
そ
の
も
の
の
糸
口
が
掴
め
て
い
な
い

疾
患
は
、
皆
さ
ん
が
想
像
さ
れ
る
以
上
に

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
や
Ａ
Ｌ
Ｓ（
筋
萎
縮
性

側
索
硬
化
症
）
な
ど
は
比
較
的
知
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
一
般
に
「
難
病
」
と
呼
ば
れ

る
も
の
で
は
、
国
が
指
定
す
る
難
病
が
１

１
０
疾
患
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
特
定
疾

患
と
呼
ば
れ
る
臨
床
調
査
研
究
分
野
の
対

象
の
も
の
で
す
と
１
３
０
疾
患
。
こ
れ
以

外
に
も
指
定
を
受
け
て
い
な
い
が
治
療
の

難
し
い
疾
患
が
多
く
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
い
わ
ゆ
る
難
病
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
完
治
や
治
療
が
難
し
い
も
の
で
は
、

「
が
ん
」
や
「
心
筋
細
胞
（
一
度
成
熟
す
る

と
細
胞
分
裂
し
な
い
）」
が
代
表
的
で
す
。

　

人
類
の
繁
栄
の
歴
史
は
、
見
方
に
よ
っ

て
は
病
気
の
治
療
や
疾
患
に
か
か
ら
な
い

た
め
の
公
衆
衛
生
の
歴
史
と
も
言
え
ま
す
。

素
晴
ら
し
い
先
人
達
が
、
当
時
、
多
く
の

人
を
悩
ま
せ
た
病
気
治
療
に
挑
み
、
抗
生

物
質
や
ワ
ク
チ
ン
・
麻
酔
な
ど
の
薬
剤
、

あ
る
い
は
Ｘ
線
透
視
な
ど
の
検
査
機
器
な

ど
、
様
々
な
分
野
で
道
を
拓
い
て
き
ま
し

た
。

生
命
科
学
を
は
じ
め
様
々
な
科
学
分
野
の
発
展
は
、
医
療
界
に
お
い
て
も
革
新
的
な
治
療
ア

プ
ロ
ー
チ
を
生
み
出
し
て
い
ま
す
。
武
田
病
院
グ
ル
ー
プ
で
も
、
こ
う
し
た
最
先
端
の
研
究
と

治
療
現
場
を
つ
な
ぐ
努
力
を
絶
え
ず
行
っ
て
い
ま
す
。

シンポジウム『先端医療～治らない病気への挑戦～』
大会長として挨拶する武田隆久理事長

東京大学医科学研究所
先端医療研究センター
先端がん治療分野
藤堂具紀 教授

大阪大学大学院医学系研究科
外科学講座心臓血管外科学

澤芳樹 教授

京都大学iPS細胞研究所
初期化機構研究部門

山中伸弥 教授/所長

京都大学iPS細胞研究所
上廣倫理研究部門

藤田みさお 准教授
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ま
た
桝
田
所
長
は
、
糖
尿
病
患
者
さ
ん
の

高
齢
化
に
伴
っ
て
心
疾
患
な
ど
の
合
併
症
に
加

え
て
、
認
知
症
や
が
ん
、
骨
粗
し
ょ
う
症
、

歯
周
病
と
の
関
連
性
に
つい
て
も
強
調
、「
こ
の

10
年
で
新
し
い
薬
剤
が
開
発
さ
れ
て
い
ま
す
の

で
、
定
期
的
に
診
断
を
受
け
る
な
ど
、
医
師

と
相
談
し
な
が
ら
糖
尿
病
と
上
手
に
付
き

合
って
ほ
し
い
の
で
す
」
と
結
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、『
心
不
全
の
話
』
と
し
て
、
医
仁
会

武
田
総
合
病
院
の
橋
本
哲
男
副
院
長
は
、
慢

　

８
日
の
セ
ミ
ナ
ー
第
１
部
で
は
、
武
田
病
院

健
診
セ
ン
タ
ー
の
桝
田
出
所
長
が
、『
糖
尿
病
・

メ
タ
ボ
を
予
防
す
る
』
と
題
し
て
講
演
。
桝

田
所
長
は
、
セ
ン
タ
ー
で
受
診
さ
れ
た
方
の
30

年
間
の
分
析
結
果
か
ら
、
病
気
の
変
化
を
指

摘
。「
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
、

脂
肪
肝
が
増
え
て
い
る
が
、
背
景
に
あ
る
の
は

肥
満
で
、受
診
者
の
30
％
に
も
上
り
ま
す
」
と
、

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
な
ら
な
い
よ
う

訴
え
ま
し
た
。

性
心
不
全
か
ら
急
に
悪
化
す
る
急
性
心
不
全
が

約
７
割
に
の
ぼ
り
、
肺
に
血
液
が
滞
留
し
て
呼

吸
困
難
に
陥
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
、「
以
前

は
心
疾
患
に
は
安
静
が
第一で
し
た
が
、
現
在
は

医
師
や
セ
ラ
ピ
ス
ト
の
指
導
を
も
と
に
運
動
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
」
と
強
調
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
武
田
病
院
の
滝
和
郎
脳
卒
中
セ
ン

タ
ー
長
が
『
脳
卒
中
の
予
防
に
つ
い
て
』
の
タ

イ
ト
ル
で
、
早
期
発
見
と
専
門
施
設
で
の
治

療
の
必
要
性
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。

　
『
元
気
人
ト
ー
ク
』
で
は
、
ゲ
ス
ト
と
し
て

招
か
れ
た
漫
才
コ
ン
ビ
の
「
か
つ
み
・
さ
ゆ
り
」

さ
ん
夫
婦
が
、
葛
谷
英
嗣
・
武
田
病
院
顧
問
、

若
林
詔
・
十
条
武
田
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
病

院
院
長
、
橋
本
惠
・
木
津
屋
橋
武
田
病
院
院

長
、
浜
崎
美
子
・
武
田
病
院
看
護
部
長
ら
と

の
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
に
加
わ
り
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
さ
ゆ
り
さ
ん
か
ら
、
20
歳
代
か
ら

子
宮
の
病
気
に
悩
ま
さ
れ
、「
毎
年
、
武
田
病

院
健
診
セ
ン
タ
ー
の
人
間
ド
ッ
ク
に
お
世
話
に

な
っ
て
い
る
ん
で
す
。
ペッ
ト
の
ネ
コ
と
は
違
う

Ｐ
Ｅ
Ｔ（
陽
電
子
放
射
断
層
撮
影
）
で
全
身

チ
ェッ
ク
し
て
、
安
心
し
て〝
ボ
ヨ
ヨ
ー
ン
〞が
で

き
ま
す
」
と
会
場
を
笑
い
の
渦
に
巻
き
込
み
、

骨
や
糖
尿
病
な
ど
の
病
気
に
つ
い
て
経
験
談
な

ど
、
予
防
と
適
切
な
治
療
法
に
つ
い
て
話
し
合

い
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
林
田
孝
平
・
武

田
病
院
画
像
診
断
セ
ン
タ
ー
長
が
『
が
ん
検
診

〝
Ｐ
Ｅ
Ｔ
に
た
ず
ね
よ
〞』
と
の
タ
イ
ト
ル
で
、Ｐ

Ｅ
Ｔ
検
診
の
優
位
性
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く

解
説
。『
大
動
脈
瘤
に
対
す
る
ス
テ
ン
ト
グ
ラ

フ
ト
治
療
』
で
は
、
野
村
幸
哉
・
医
仁
会
武

田
総
合
病
院
心
臓
血
管
外
科
セ
ン
タ
ー
部
長

が
、
腹
部
大
動
脈
瘤
と
動
脈
硬
化
の
関
係
や
、

近
年
、
患
者
さ
ん
に
負
担
の
少
な
い
足
か
ら
の

ス
テ
ン
ト
で
の
治
療
が
中
心
で
あ
る
こ
と
を
説

明
し
ま
し
た
。

　

医
仁
会
武
田
総
合
病
院
の
東
義
人
・
尿
路

結
石
治
療
セ
ン
タ
ー
長
が
『
腎
・
尿
路
結
石

最
近
の
動
向
に
つ
い
て
』、
同
院
の
中
谷
壽
男

救
急
医
療
セ
ン
タ
ー
長
の
『
心
肺
停
止
！
救
急

車
を
呼
ん
だ
後
に
』
を
そ
れ
ぞ
れ
講
演
。
そ

の
後
、
元
祇
園
甲
部
芸
妓
／
Ｊ
Ａ
Ｚ
Ｚ
シ
ン

ガ
ー
の
真
箏
（
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
）
さ
ん
が
ゲ
ス

ト
と
し
て
登
場
し
、
医
仁
会
武
田
総
合
病
院

の
森
田
陸
司
院
長
、
宇
治
武
田
病
院
の
勝
見

泰
和
院
長
、
北
山
武
田
病
院
の
若
月
芳
雄
院

長
ら
を
交
え
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
さ
ん
は
、
舞
妓
か
ら
歌
手
へ

の
転
身
秘
話
を
語
り
、
自
身
が
乳
が
ん
に
り

患
し
て
か
ら
の
治
療
と
子
宮
頚
が
ん
の
発
症
と

の
闘
い
を
明
か
し
ま
し
た
。
３
人
の
院
長
は
、

手
指
の
病
気
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
分
野
の

意
見
を
述
べ
、
ま
た
Ｍ
Ａ
Ｋ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
さ
ん
か
ら

の
質
問
に
丁
寧
に
答
え
ま
し
た
。

第
29
回
日
本
医
学
会
総
会

『
元
気
人
ト
ー
ク
＆
健
康
セ
ミ
ナ
ー
』
を
開
催

た
け
だ
ト
ピ
ッ
ク
ス
②

右：司会の岩崎裕美さん（フリーアナウンサー）

健
康
を
テ
ー
マ
に
し
た
市
民
向
け
の
イ
ベ
ン
ト
「
医
総
会
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
」
が
４
月
４
〜
12
日
に
京
都
劇
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
第
29

回
日
本
医
学
会
総
会
２
０
１
５
関
西
の
学
術
講
演
に
あ
わ
せ
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
武
田
病
院
グ
ル
ー
プ
は
、
８
日
・
９
日
の
２
日
間
に
『
元

気
人
ト
ー
ク
＆
健
康
セ
ミ
ナ
ー
』を
共
催
。
人
気
の
漫
才
コ
ン
ビ
や
元
芸
妓
さ
ん
の
歌
手
を
交
え
て
病
気
の
体
験
や
、生
活
習
慣
の
改
善
な
ど
、

予
防
の
大
切
さ
に
つ
い
て
楽
し
く
意
見
交
換
し
ま
し
た
。

武
田
病
院
グ
ル
ー
プ 

共
催

武田病院健診センター
桝田出所長

医仁会武田総合病院
橋本哲男副院長

武田病院 脳卒中センター
滝和郎センター長

武田病院画像診断センター
林田孝平センター長

医仁会武田総合病院
尿路結石治療センター
東義人センター長

医仁会武田総合病院
救急医療センター
中谷嘉男センター長

医仁会武田総合病院
心臓血管外科センター
野村幸哉部長
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異
常
気
象
の
中
、今
年
も
桜
花
爛
漫

あ
っ
と
云
う
間
で
し
た
が
、清
新
の
気
を

味
わ
わ
し
て
く
れ
ま
し
た
。鴨
川
堤
に
は

柳
、桜
を
折
り
混
ぜ
て
心
も
う
き
う
き
と

春
を
楽
し
ま
せ
て
も
く
れ
ま
し
た
。昼
間

の
や
さ
し
い
桜
の
花
は
、夜
の
光
に
浮
き

出
さ
れ
る
と
、濃
艶
と
し
た
姿
に
変
身
い

た
し
ま
す
。

　

二
十
四
節
気
で
は
４
月
５
日
は〝
清

明
〞、４
月
20
日
は〝
穀
雨
〞、春
雨
が
田

畑
を
う
る
お
し
、穀
物
の
成
長
を
う
な
が

す
と
言
わ
れ
、昔
か
ら
人
々
は
四
季
折
々

を
楽
し
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。し
か
し
、今

年
は
春
か
ら
雨
の
日
が
多
く
、春
日
に

な
っ
た
り
、夏
日
に
な
っ
た
り
の
日
々
が
続

い
て
居
り
ま
す
。昔
か
ら
水
月
鏡
花
、足

元
に
あ
る
小
さ
な
命
、一
枚
の
葉
に
も
語

り
か
け
て
ま
い
り
ま
し
た
が
、今
は
四
季

折
々
の
自
然
を
楽
し
む
こ
と
も
少
な
く

な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。し
か
し
こ
ん
な
気

候
の
中
で
も
時
期
が
来
る
と
、枝
先
に
は

細
い
芽
吹
き
が
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。

　

こ
の
時
期
、街
に
は
新
入
職
員
と
思
わ

れ
る
ス
ー
ツ
姿
の
若
者
が
溢
れ
ま
す
。新

社
会
人
と
し
て
、そ
ろ
そ
ろ
新
し
い
職
場

に
慣
れ
て
来
る
頃
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？

　

私
ど
も
の
グ
ル
ー
プ
に
も
、医
療
の
路

を
生
涯
の
仕
事
と
し
て
選
ば
れ
た
多
く
の

新
入
職
員
を
迎
え
ま
し
た
。人
間
、医
療

人
の
お
世
話
に
な
ら
な
い
人
は
あ
り
ま
せ

ん
。人
生
の
ス
タ
ー
ト
も
終
り
も
医
療
人

の
お
世
話
に
な
り
ま
す
。自
分
た
ち
が
選

ん
だ
仕
事
に
ほ
こ
り
を
持
っ
て
頑
張
っ
て

も
ら
い
た
い
も
の
で
す
。

　

世
界
一
長
寿
国
で
あ
り
、世
界
一
少
子

国
の
我
国
で
は
、再
生
医
療
が
ど
ん
ど
ん

進
歩
し
て
来
て
居
り
、山
中
教
授
の
発
見

に
よ
る
i
P
S
細
胞
が
、不
治
の
病
気
を

救
う
日
が
や
っ
て
ま
い
り
ま
す
。し
か
し
、

長
寿
社
会
の
進
む
道
は
、世
界
で
最
初
の

こ
と
と
て
、前
途
不
安
で
す
。医
療
界
は
い

つ
も
き
び
し
い
状
態
が
続
い
て
居
り
ま
す

が
、早
速
政
府
は
介
護
費
の
大
き
な
削
減

を
打
ち
出
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。折
角
の

世
界
一
長
寿
国
が
脱
落
し
て
し
ま
う
か
も

知
れ
ま
せ
ん
。政
府
は
介
護
の
軸
足
を
家

庭
へ
と
云
っ
て
居
り
ま
す
。医
療
介
護
の

費
用
を
削
減
す
る
の
が
目
的
で
す
。し
か

し
核
家
族
化
の
我
国
で
は
老
々
介
護
や

お
勤
め
を
止
め
て
し
ま
う
方
も
あ
る
で

し
ょ
う
。実
際
悲
し
い
結
果
に
な
る
こ
と

も
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

戦
後
の
G
N
P
に
貢
献
し
て
来
ら
れ

た
方
々
を
、大
切
に
し
て
も
ら
う
社
会
で

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。介
護
す
る
人
、

さ
れ
る
人
が
お
互
い
に
楽
し
く
過
ご
せ
る

社
会
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ
の
為

に
は
、子
供
も
老
人
も
社
会
の
手
で
み
る

こ
と
が
必
要
で
す
。家
庭
か
ら
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
へ　

施
設
入
所
へ　

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ

へ　

病
気
に
な
れ
ば
病
院
へ　

と
い
く
つ

か
の
施
設
を
ふ
く
ん
だ
生
活
を
考
え
、上

手
に
廻
し
て
行
く
こ
と
で
す
。

　

病
院
の
通
信
簿
と
云
わ
れ
る
も
の
が

あ
り
ま
す
。そ
れ
は
親
切
、丁
寧
な
対
応

で
医
師
や
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
が
、患
者
さ
ん

に
対
す
る
接
し
方
に
よ
っ
て
、医
療
技
術

以
前
に
そ
の
医
療
機
関
の
評
価
を
決
め

る
こ
と
に
つ
な
が
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
。患
者
さ
ん
を
親
身
に
な
っ
て
気

遣
う
姿
勢
が
、医
療
機
関
の
印
象
の
第
一

歩
で
あ
る
こ
と
を
皆
さ
ん
も
心
に
か
け
て

い
た
だ
く
こ
と
を
お
願
い
致
し
た
い
と

思
っ
て
居
り
ま
す
。

　

私
達
の
グ
ル
ー
プ
で
は
地
域
の
中
核
と

し
て
皆
様
に
選
ば
れ
、地
元
の
先
生
か
ら

信
頼
し
て
い
た
だ
け
る
病
院
、施
設
を
め

ざ
し
て
居
り
ま
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
病
院
は
、特
化
し
た
施
設

と
し
て
の
責
務
を
果
た
し
て
ま
い
り
た
い

と
思
い
ま
す
。縦
の
絆
、横
の
絆
を
大
切

に
活
気
あ
る
病
院
を
め
ざ
し
て
居
り
ま

す
の
で
、御
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

春
う
ら
ら

武
田
　
道
子

武
田
病
院
グ
ル
ー
プ
　
副
理
事
長

康
生
会
武
田
病
院
　
名
誉
院
長

社
会
福
祉
法
人
　
青
谷
福
祉
会
　
理
事
長
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先
端
医
療
へ
の
貢
献

武
田
　
隆
男

武
田
病
院
グ
ル
ー
プ
会
長

　

季
節
の
う
つ
ろ
い
は
早
く
、珍
し
く
雪
景
色

が
多
か
っ
た
厳
し
い
寒
さ
の
冬
が
去
っ
た
と
思
っ

た
ら
、春
爛
漫
の
桜
は
散
り
、も
う
一年
半
ば
を

迎
え
ま
し
た
。齢
を
重
ね
る
ご
と
に
、年
々
の

過
ぎ
去
る
の
も
早
く
な
り
、暦
を
走
馬
灯
が

勢
い
よ
く
回
る
よ
う
に
さ
え
感
じ
ま
す
。

　

さ
て
、今
年
は
４
月
に「
第
29
回
日
本
医
学

会
総
会 

２
０
１
５ 

関
西
」が
開
催
さ
れ
、武
田

病
院
グ
ル
ー
プ
も
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。そ
れ
に
先
立
っ
て
、３
月
に
は
、当
グ
ル
ー
プ

の
武
田
隆
久
理
事
長
が
大
会
長
を
務
め
、ノ
ー

ベ
ル
生
理
学・医
学
賞
を
受
賞
さ
れ
た
山
中
伸

弥
京
都
大
学
教
授
ら
を
招
い
て
、先
進
医
療

推
進
機
構（
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
）と
京
都
大
学
ｉ
Ｐ
Ｓ

細
胞
研
究
所（
Ｃ
ｉ
Ｒ
Ａ
）の
共
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム『
先
端
医
療
〜
治
ら
な
い
病
気
への
挑
戦
〜
』

を
、同
じ
京
都
劇
場
で
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

隆
久
理
事
長
が
理
事
を
し
て
お
り
ま
す
先

進
医
療
機
構（
Ａ
Ｍ
Ｐ
Ｏ
）は
、日
本
の
最
先
端

医
療
の
現
状
を
世
界
に
広
め
、重
い
病
気
の

方
々
に
最
新
治
療
技
術
の
恩
恵
を
受
け
て
も

ら
う
た
め
の
活
動
を
展
開
し
て
お
り
ま
す
。当

グ
ル
ー
プ
で
も
こ
れ
ま
で
に
、脊
椎
圧
迫
骨
折

の
椎
体
形
成
術
に
取
り
組
む
川
西
昌
浩
・
医

仁
会
武
田
総
合
病
院
脳
神
経
外
科
部
長
、不

整
脈
心
筋
焼
灼
術
の
全
栄
和・康
生
会
武
田

病
院
不
整
脈
治
療
セ
ン
タ
ー
所
長
、脳
梗
塞
な

ど
の
血
管
内
治
療
の
滝
和
郎・康
生
会
武
田
病

院
脳
卒
中
セ
ン
タ
ー
長
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

講
演
で
山
中
先
生
は
、ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞（
人
工

多
能
性
幹
細
胞
）の
発
見
と
細
胞
増
殖
開
発

の
成
功
等
で
、本
来
な
ら
独
占
的
に
研
究
を

す
る
こ
と
の
方
が
、企
業
倫
理
か
ら
は
一
般
的

で
す
が
、難
病
患
者
さ
ん
へ
の
１
日
も
早
い
福

音
の
た
め
に
は
、世
界
の
研
究
者
に
協
働
し
て

も
ら
う
こ
と
こ
そ
、医
療
者
の
務
め
で
あ
る
と

冒
頭
に
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。実
際
に
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
は
京
都
大
学（
C
i
R
A
）が
基
本
特
許
を

取
得
し
、公
的
機
関
の
研
究
者
は
無
償
で
ｉ
Ｐ

Ｓ
細
胞
を
作
る
こ
と
が
出
来
る
シ
ス
テ
ム
に
し

て
い
ま
す
。

　

ま
た
山
中
先
生
は
、お
母
さ
ん
が
転
倒
に
よ

る
股
関
節
骨
折
の
治
療
中
で
、認
知
症
や
寝

た
き
り
防
止
の
た
め
に
時
間
を
割
い
て
面
談
の

機
会
を
持
っ
て
い
る
こ
と
や
、整
形
外
科
医
と

し
て
の
現
役
時
代
を「
じ
ゃ
ま
な
か
」と
称
さ

れ
た
エ
ピ
ソ
ー
ド
や
ユ
ー
モ
ア
を
交
え
な
が
ら
、

ご
自
分
の
研
究
よ
り
も
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
セ
ン

タ
ー
で
活
動
を
続
け
る
、パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
治
療

に
対
す
る
ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞（
ド
ー
パ
ミ
ン
）応
用
の

臨
床
を
目
前
に
し
た
高
橋
淳
教
授
、輸
血
に

頼
ら
な
い
血
小
板
や
赤
血
球
を
生
み
出
す
江

藤
浩
之
教
授
、不
可
能
と
さ
れ
て
い
る
軟
骨
細

胞
再
生
を
実
践
中
の
妻
木
範
行
教
授
ら
の
研

究
成
果
を
主
に
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
中
先
生
ご
自
身
の
研
究
成
果
は
そ
っ
ち

の
け
で
、ｉ
Ｐ
Ｓ
細
胞
研
究
セ
ン
タ
ー
で
の
環
境

整
備
や
周
囲
へ
の
気
配
り
を
何
よ
り
大
切
に

さ
れ
て
い
る
、先
生
の
お
人
柄
を
み
る
思
い
で
、

医
療
従
事
者
の一人
と
し
て
今
後
の
病
院
運
営

の
目
指
す
道
へ
の
参
考
に
し
た
い
と
考
え
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

 

先
ほ
ど
も
述
べ
ま
し
た
様
に
、４
月
に
井
村

先
生
を
会
頭
と
し
た
、日
本
医
学
会
総
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。武
田
病
院
グ
ル
ー
プ
は
２

日
間
に
渡
り
、市
民
公
開
講
座
を
開
き
、現
代

の
医
療
に
つ
い
て
、当
グ
ル
ー
プ
の
専
門
家
に
よ

る
セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

　

御
存
知
の
如
く
、現
在
は
再
生
医
療
と
い

う
分
野
が
発
展
し
て
、移
植
医
療
の
悩
み
を

解
決
し
始
め
ま
し
た
。山
中
先
生
の
ｉ
Ｐ
Ｓ
細

胞
の
開
発
に
よ
っ
て
、患
者
さ
ん
自
身
の
細
胞

で
体
を
修
復
す
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

　

感
染
症
に
つ
い
て
は
、抗
生
物
質
の
発
達
で

も
は
や
感
染
症
は
、恐
る
る
に
足
ら
ず
と
思
わ

れ
た
の
に
細
菌
、ウ
イ
ル
ス
、真
菌
が
変
異
を
き

た
し
、抗
生
物
質
に
抵
抗
す
る
よ
う
に
な
り
、

結
核
や
、根
絶
さ
れ
た
と
思
わ
れ
た
天
然
痘
が

広
が
り
、他
の
動
物
で
も
増
え
始
め
、人
類
に

再
感
染
の
恐
れ
が
出
て
き
ま
し
た
。

　

が
ん
に
つい
て
は
、が
ん
細
胞
の
発
生
、生
存
、

増
加
の
構
図
が
除
々
に
解
っ
て
き
て
、対
策
が

進
ん
で
い
ま
す
。又
、老
化
に
関
す
る
研
究
も

進
ん
で
い
ま
す
。Ｄ
．ス
テ
ィ
ッ
プ
と
い
う
人
に
よ

る
と
、老
化
を
遅
ら
せ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
見
つ

か
っ
て
、そ
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
模
索
す
れ
ば
、老

年
期
に
増
え
る
病
患
の
発
症
を
遅
ら
せ
る
か

も
し
れ
な
い
と
いって
い
ま
す
。

　
　

　

こ
の
様
に
医
学
に
関
す
る
研
究
は
、私
共
の

想
像
を
超
え
て
発
展
し
て
い
ま
す
。こ
れ
に

伴
っ
て
医
療
も
変
わ
り
ま
す
。そ
う
い
う
中

で
、今
後
10
年
で
医
療
環
境
は
ま
す
ま
す
厳

し
さ
を
迎
え
る
こ
と
は
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。団

塊
世
代
が
後
期
高
齢
者（
75
歳
以
上
）に
な
る

２
０
２
５
年
に
は
、高
齢
化
率
が
30
％
を
超
え

る「
２
０
２
５
年
問
題
」が
せ
ま
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
医
療
や
介
護
の
需
要
が
大
き
く

変
化
し
、「
高
齢
者
を
支
え
る『
ケ
ア
型
』の
医

療
」に
大
き
く
軸
足
を
移
し
て「
治
す
医
療
」

か
ら「
治
し
、支
え
る
医
療
」への
転
換
が
計
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

武
田
病
院
グ
ル
ー
プ
で
も
急
性
期
医
療
分

野
へ
の
最
先
端
医
療
と
先
進
機
器
の
導
入
は

当
然
の
こ
と
で
す
が
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
医

療
を
含
め
た
ケ
ア
と
キ
ュ
ア
分
野
で
の
マ
ン
パ

ワ
ー
充
実
な
ど
、待
ち
受
け
て
い
る
多
く
の
課

題
を一つ
ず
つ
ク
リ
ア
し
て
い
く
決
意
で
す
。
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医療法人 財団 康生会　武 田 病 院医療法人　医仁会武田総合病院

TAKEDA  I n f o r m a t i o n  N ew s

　医仁会武田総合病院に最初にMRIが導入されてから30

年経ちます。今では、MRIは臨床医学に欠かせない機器のひ

とつとなっています。日本で3T-MRIは2003年に認可され臨

床使用が開始されました。今回、当院でも遅ればせながら待

望の3T-MRIを導入し、2015年２月から稼動を始めました。

　今までの1.5TのMRI装置２台のうち老朽化した1台を

3Tの最新装置「Siemens Magnetom Skyra」に更新しま

した。このMRI装置の最新バージョンであるE11は西日本

初リリース（2015年2月現在）です。

西日本初となる最新ＭＲＩ装置を導入しています
　本年4月1日付で、院長を拝命いたしました。武田グループ

の理念である｢思いやりの心―信頼の医療」を実践してまい

ります。患者さんに信頼され、職員が信頼の絆で結ばれ、そ

して地域から信頼を得られる病院であることを目指し、患者

さんに最適な、高品質の医療を安全に提供できる体制を充

実していきたいと考えています。

　超高齢社会を目前に、医療・介護の一体改革を目指した

地域医療構想の策定作業がいよいよ今年度から本格化しま

す。武田病院では、これまでから循環器疾患や脳卒中をは

じめとする多くのセンター化機能に取り組み、救急医療、高

度急性期医療の充実を図ってきました。今後、高齢化が一挙

に進む2025年、さらに高齢化がピークに達し、京都乙訓二

次医療圏においても人口減少が本格化するとされる2040年

を迎えます。このような社会環境の変化に対応し、地域の中

で、武田病院の果たす役割と提供する医療機能を明確にし

た｢武田病院医療ビジョン」を作ることが求められています。

　地域の医療、介護、福祉などの諸機関とこれまで以上に連

携を深め、また患者さんはじめ地域の皆さんからのご意見

をいただく中で、武田病院の将来像を描きたいと考えていま

す。「Bridge The Gaps（ブリッジ・ザ・ギャップス：橋をかけ

よう）｣の基本方針を実現し、地域の皆さんとの間に信頼の

かけ橋をつくりあげる努力を重ねてまいります。

院長就任のごあいさつ
内藤　和世（ないとう　かずよ）
康生会武田病院　病院長

1974年　京都府立医科大学卒業
1980年　京都府立医科大学大学院修了

（外科学専攻）医学博士
1985年　米国テキサス大学ヒューストン校留学
1994年　京都府立医科大学助教授
2004年　京都府立与謝の海病院院長
2008年　京都府立医科大学特任教授
2010年　京都市立病院院長
2011年　地方独立行政法人京都市立病院

機構理事長
2015年　現職

■３T-MRI の特徴■
１）高分解能
静磁場強度が上がると画像の信号雑音比（S/N 比）が上がり、
ノイズの少ないきれいな画像を得ることができます。1.5Tが３Tにな
ると、S/N 比は約 2 倍になりますので、従来あまりよく見えなかっ
た細かいところや、手、足など小さな部分もきれいな画像が得られ
るようになります。

２）血管の描出（MRA）
MRAとは MRI 装置を使った血管の撮像のことです。1.5T でも日
常的に行われている撮像法ですが、3T-MRI 装置ではSN 比の向
上や、T1 値という画像を構成する要素が延長する効果により、さ
らに画質が向上します。

■その他の特徴■
１）MRI 検査は撮像に時間が掛かるため、途中で動くと画像が乱
れます。これを補正し動きの影響を抑えた撮像が可能です。

2） 脳の神経線維の走行を画像化することができます。この手法に
より人体の運動をつかさどる錐体路の描出ができ、脳腫瘍の手術
などに有用です。

３）血流を画像化する検査（MR perfusion）も脳全体を細かく撮
像できます。

４）体幹全体の拡散強調画像を撮像しPET 検査の様な画像が得
られます。

（画像提供：シーメンス・ジャパンＫＫ）
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宇治武田病院医療法人 財団 医道会　十条武田リハビリテーション病院

TAKEDA  I n f o r m a t i o n  N ew s

医療法人 財団 康生会　北山武田病院

　消化器内科から、肝臓部門を分離・独立させる形となりま

した。ただ、消化器内科とは非常に相関する分野ですので、

消化器内科の先生方や外科の先生方とうまく連携を取りな

がら診療していきたいと考えています。私の診療基本姿勢

は、患者さんの健康問題に関して、医者任せにするのではな

く、ご自分で方針を決定していけるようサポートさせて戴く

（自己決定権の尊重）ということです。そのために必要な専

門的知識と情報を充分ご説明します。

　また、縁あって20年来京都肝炎友の会という患者会でお

世話させて頂いており、ウイルス肝炎独特の様 な々差別に

対するサポートもして参りましたので、必要であれば外来診

療とは別に時間を取って相談に乗らせて頂きます。

2015年1月より、肝臓内科部長として着任しました

　肝臓病の診療は大きく変わりつつあります。大きな柱であ

り続けたのは、B型、C型の慢性肝炎―肝硬変―肝癌の一

連の流れですが、C型肝炎についてはここ数年以内に、「ほと

んど治る」時代に到達しつつあります。肝硬変になっていて

も、腹水や黄疸、意識障害（肝性脳症）がない「代償性肝硬

変」の方は、内服薬だけでC型肝炎ウイルスを消すことがで

きる可能性があります。切れ味の鋭い直接的抗ウイルス薬に

関しては、薬剤耐性を十分考慮に入れて診療方針を立てて

いきます。

　B型肝炎の新薬も次々出現してきています。B型肝炎ウイ

ルスを内服薬で落ち着かせたあと、インターフェロン治療を

導入するなど、肝癌のリスクを低減して、内服薬を終了して

フォローする目途が立ちつつあります。

　腹水が溜まる、あるいは意識障害（ぼーっとしたり、異常

な行動をとったり＝肝性脳症）という肝硬変の合併症に対し

ても近年新たなお薬が出現、または開発中です。

　肝癌の内科治療も発展し、早期に診断し、対処すれば5年

生存率が60％を超す時代に突入しています。局所治療法

（ラジオ波焼灼療法やエタノール注入療法）、経カテーテル

治療、肝切除（手術療法）から、放射線療法・更に肝移植ま

で、自施設ではできない場合は専門施設と連携して切れ目

のない医療を提供していきます。

　内臓脂肪が貯留するメタボリックシンドロームの肝臓で

の現れ、として近年NAFLD（非アルコール性脂肪性肝疾

患）、NASH（非アルコール性脂肪肝炎）が激増しておりま

す。脱メタボは、患者さんと「ともに頑張る」自分自身の課題

でもあり、確立した治療法のないこの分野でも患者さんとと

もに解決法を探っていきたいと思います。

　以上のように肝臓内科では新たな医学の進歩を取り入れ

つつ、ともに歩む肝臓病外来に取り組んでまいりますのでお

気軽にご相談ください。

肝臓内科の概要紹介

　突如働き盛りの男性を襲う痛風発作と呼ばれる関節の

激痛。初期の対応を誤ると痛風発作の炎症は2、3ヶ月も遷

延して、責任ある仕事を中断せざるを得なくなり、個人的に

も社会的にも大きな損失となります。治療しているはずな

のに発作を繰り返す方もいませんか？また、痛風発作を起

こす原因である高尿酸血症が継続する事は尿路結石・痛

風腎など腎機能障害のリスク、最近では高血圧や心血管イ

ベントなど血管内皮障害のリスクでもあると言われてきて

います。

　これら痛風発作や背景にある高尿酸血症の治療や管理

に関しては日本痛風核酸代謝学会より「高尿酸血症・痛風

の治療ガイドライン」が出ていますが、いまだ一般の先生方

にまで普及していないのが現状です。その場しのぎの発作

治療ではなく、無理なく「痛風発作を起こらなくすること」

が可能であることや安全に尿酸を下げていくことが可能で

ある事は知られておりません。発作を頻繁に繰り返す方、

発作が重積する方、内臓障害のリスクもある尿酸値コント

ロールがうまくいかない方など、ご紹介ください。

痛風外来を始めます

　北山武田病院で推進する、「生活習慣病予防～歯科口腔

外科～美容のトータルケア」に関する知識を広げていただ

くために公開講座を実施しています。毎回、当院の医師が

各々の専門の診療分野について、一般の方でも判りやすい

ように工夫をして１時間程度のお話にまとめています。今後

も定期的な開催を予定しておりますのでお気軽にご参加く

ださい。（参加費無料・予約不要です）

市民公開講座について

小畑　達郎（こばた　たつろう）
肝臓内科　部長

・1983年　京都大学医学部卒業
・日本内科学会認定医
・日本消化器病学会専門医、指導医
・日本肝臓学会専門医
・日本超音波医学会超音波専門医

益田　郁子（ますだ　いくこ）
リウマチ科　部長

・日本痛風核酸代謝学会 認定痛風医
・日本リウマチ学会専門医・指導医
・日本整形外科学会専門医

痛風外来
（第２・第４水曜夜診 ：新患・予約）
＊リウマチ外来（火曜日AM, 水曜PM, 金曜AM）でも痛風診
療します。

講師　歯科口腔外科　坂下部長

講師　中江副院長
　

講師　若月院長

１月２４日

３月７日

５月２３日

「8020運動と全身のかかわり」
　　　　～８０歳まで２０本の歯を残しましょう～

「血管を若く保つために」
　　　　～めざそう！血管のアンチエイジング～

「胃の老化」
　　　　～ピロリ菌と胃がん～

【過去の講義】

第2回

第3回

第１回

月

小　畑

第1　小　畑小　畑
肝臓内科

火 水 木 金 土

午前

午後

外来診療担当医一覧表

イ
タ
ッ
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医療法人 財団 宮津康生会　宮津武田病院

木津屋橋武田病院

指定管理者 医療法人 医仁会　精華町国民健康保険病院

医療法人 財団 医道会　稲荷山武田病院

社会福祉法人 青谷福祉会　ヴィラ山科

医療法人 医仁会 老人保健施設 　いわやの里

TAKEDA  I n f o r m a t i o n  N ew s

　患者さんとご家族のご希望や状況等を伺った上で、症状

に応じて定期的に訪問診療をさせて頂きます。急変時にも

臨時往診にお伺いできる体制を整えております。

　また、当院の地域医療連携室が、関係医療機関・ケアマネ

ジャー・訪問看護師と言った方 と々の連携も積極的に行って

います。

　まずはお気軽にご相談ください。（在宅療養のご相談もお

伺いします）

　木津屋橋武田病院　代表 075-343-1766　訪問診療担当

「定期的な通院が困難」「できるだけ自宅で療養生活を送りたい」など
木津屋橋武田病院では症状に応じ、訪問診療・往診を行っています

　手作りの小さなお雛様を 3 階病棟のホールに飾り、患者さ

んやご家族の方 と々一緒に写真を撮ったり歌を歌ったりと、楽

しいひと時を過ごすことができました。特に、病棟スタッフが点

てた抹茶と和菓子の相性がぴったりで、大変好評でした。

　短い時間でしたが、季節の変化と優雅な気分を感じていた

だけたのではと思っています。「その最後の日以前から始める

グリーフケア」の一つとして始めた季節を届ける行事を、今後

も続けていきたいと思います。

3階緩和ケア病棟において、ひな祭りを開催しました

　病院機能評価とは、病院が組織的に医療を提供するための

基本的な活動 (機能) が、適切に実施されているかどうかを評価

する仕組みです。評価調査者 (サーベイヤー) が中立・公平な立

場にたって、所定の評価項目に沿って病院の活動状況を評価し

ます。評価の結果、明らかになった課題に対し、病院が改善に取

り組むことで、医療の質向上が図られます。

　当院では、2013年度からの取り組みとして昨年9 月に病院機能

評価を受審しました。受審の結果、今年2 

月に認定証を日本医療機能評価機構よ

り頂くことが出来ました。目には見えにく

い病院職員一人ひとりの取り組みの成果

を形にすることが出来ました。

　職員にとってのやりがい、患者さんには医療の質の向上の証

として、今後も研鑽を積んでいきたいと思います。

病院機能評価機構の認定病院になりました

　精華町国民健康保険病院では透析送迎車に軽自動車を

導入しています。

　これまで古い住宅地では細い道が多くあり、ご自宅前ま

で進入しづらいところもございましたが、これにより、よりス

ムーズに送迎することができるようになりました。

　ご利用の際には透析スタッフまでご相談下さい。

　旅行透析(臨時透析)も

随時受け付けております

ので、ぜひ当センターをご

検討下さい。

受付時間9:00～17:00

電話：0774-94-3251

（透析直通）　

透析送迎車を増やしました
　居室の一部を改修し、2014年９月1日に、２階を認知症専

門棟35床（入所対象者：認知症高齢者の日常生活自立度Ⅲ

a～Mの方）としてオープンいたしました。４人部屋であった

居室を雪見格子の似合う和風のデイルームに設え、黒電話

や足踏み式ミシン等を配して、昔懐かしい空間を演出してい

ます。準備段階では、認知症ケア専門士を中心にした研修を

行い、安心してケアを受けていただく体制を整えました。ま

た、リハビリスタッフが中心となり、音楽療法や男農園に取

り組んでまいりましたが、現在介護職も加わり、小集団の回

想法やキッチンを活用した調理にも取組んでいます。回想法

では語りを通し、過去の記憶をひもとき、若かりし頃を思い

出し、調理では見事な腕前を披露されています。

　生活の中でリハビリテーションは、様々な場面で自身の

“力”を発揮していただいています。力を発揮する事の“連

続”が、その人らしさの再構築につながります。認知症専門

棟は利用者の方々が活き活きとした生活のハリを取り戻せる

よう、今後も多職種連携でつとめてまいります。

　ヴィラ山科オレンジデイサービスセンターは、認知症の方

を対象に日常生活の支援や、介護者の介護負担の軽減を担

うために、2012年８月1日に開設された定員12名の通所介護

施設です。

　当センターでは、利用者さんの個性を理解し、お一人おひ

とりの能力や所持機能を最大限に引き出すために、個別で

のかかわりを大切にしたケアを心掛けています。

　具体的には、身体機能に合わせて行う体操や施設の中庭

で季節を感じていただきながらの歩行練習、お裁縫や折り

紙、おやつ作りを通じて手先を動かし心身の活性化を楽し

みながらおこなえるような機能訓練を実施しています。

　また、施設の周辺を散歩したり、スーパーや図書館、外食

などへ積極的に出かけ、社会参加の機会を設けています。

　今後も、「いつも誰かが、そばにいる」居心地のよい空間や

時間を利用者さんに提供し、認知症になっても住み慣れた

地域で安心して生活ができるサポートを続け、地域の認知

症ケアの拠点となって、地域に信頼される施設を目指しま

す。

回想法や生活リハを提供する「認知症専門棟」

認知症の方を対象とした「オレンジデイサービスセンター」
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くすりのお話 T a l k i n g  a b o u t  t h e  m e d i c i n e

認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）が公表されました

ケア ドア バイス C a r e  A d v i c e

　今回の薬の話は肺炎球菌ワクチンについてです。

　ワクチンとは、ヒトなどの動物が生まれつきもっている免疫能

力を活用して、感染症を予防するために作られた製剤のことを

いいます。ワクチンには不活化ワクチンと生ワクチンがあり、肺

炎球菌ワクチンは不活化ワクチンに分類されます。

　肺炎は、高齢であったり病気があったりして免疫力が弱まっ

た時に、細菌やウイルスが入り込んで起こる肺の炎症で、急に

重症化することもある感染症です。しかも、日本人の死因の第

３位で、亡くなる人の約95％を65歳以上が占めており、高齢者

にとっては軽視できない疾患です。

　肺炎球菌ワクチンは、肺炎の原因菌としてさまざまな種類の

ものがある中で、最も多い肺炎球菌による肺炎を予防します。

このワクチンを特定の地域で高齢者に接種したところ、肺炎に

かかる人が減り、他の地域より医療費が削減できたという報告

があり、その結果、昨年度より全国で肺炎球菌ワクチンの定期

接種の制度が始まりました。

　定期接種とは「予防接種法」という法律に基づいて市町村

が実施する予防接種のことです。肺炎球菌ワクチンに関して

は、今までにこのワクチンを１度も接種したことがない人を対象

に、65歳以上の人に、生涯に１回、定期接種の機会を設けてい

ます。2015年度（2015年4月1日～2016年3月31日）では、今年

度に65歳、70歳、75歳、80歳、85歳、90歳、95歳、100歳になる

人が対象で、今年度中に接種した時のみ公費の助成が受けら

れます。2018年度までは、その年度に65歳、70歳、75歳、80

歳、85歳、90歳、95歳、100歳になる人が対象となり、2019年度

からは、満65歳の人のみが対象になります。ただし、60歳以上

65歳未満でも心臓・腎臓・呼吸器・免疫のはたらきに障害があ

る人は公費助成の対象です。また、対象の期間内に接種しな

かった場合や対象外の人は、任意接種となり全額自己負担で

す。つまり、対象年度に接種しないと公費の助成が受けられな

いことになります。

　肺炎球菌ワクチンは、毎年接種するのではなく、１度接種す

ると再接種まで５年以上の間隔を空ける必要があります。ま

た、季節を問わず１年のどの時期に接種してもよいワクチンで

す。「自分は元気でまだ大丈夫！」と思いたいところですが、肺

炎を軽く考えないで、１人１回の公費助成の機会を逃さないよう

にしたいものです。

（公費助成については自治体によって異なりますので、お住ま

いの市町村でお尋ね下さい）

精華町国民健康保険病院
薬局長代理
下山　尚子

肺炎球菌ワクチンの定期接種について

　１月２７日、厚生労働省は「認知症施策推進総合戦略（新オ

レンジプラン）を公表しました。これは、2013年度から厚生労働

省が進めている「認知症施策推進５ヵ年計画（オレンジプラ

ン）」に代わるもので、厚生労働省が関係機関と共同で検討して

きたものです。その大枠は、以下の通りです。

　基本的考え方にあるように、新オレンジプランでは、認知症の

人の意思を尊重し、住み慣れた地域で自分らしく暮らし続ける

ための社会の実現が目指され、その具体的な取組や数値目標

が定められています。

　４月１日の介護報酬改定でも、地域包括ケアシステムの考え

方に基づき、認知症高齢者への更なる対応の強化が図られ、通

所系サービスには認知症ケアに関する新たな加算の創設が行わ

れました。

　もはや認知症は他人事ではありません。武田病院グループで

も通所系サービスの新加算の算定を目指し、体制の見直し強化

を進め、認知症になっても安心して生活できるコミュニティ作り

の一翼を担って参ります。

社会福祉法人 青谷福祉会
特別養護老人ホーム
ヴィラ稲荷山　次長
西村　孝

認知症施策推進総合戦略（新オレンジプラン）
～認知症高齢者等にやさしい地域づくりに向けて～の概要

● 高齢者の約４人に１人が認知症の人又はその予備群。高齢化の進展に伴い、認知症の人はさらに増加
　 ２０１２（平成２４）年４６２万人（約７人に１人）⇒　新　２０２５（平成３７）年約７００万人（約５人に１人）
● 認知症の人を単に支えられる側と考えるのではなく、認知症の人が認知症とともによりよく生きていくことができるような
　 環境整備が必要。

認知症の人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域のよい環境で
自分らしく暮らし続けることができる社会の実現を目指す。

新オレンジプランの基本的考え方

● 厚生労働省が関係府省庁（内閣官房、内閣府、警察庁、金融庁、消費者庁、総務省、法務省、文部科学省、農林水産省、
　 経済産業省、国土交通省）と共同して策定
● 新プランの対象期間は団塊の世代が７５歳以上となる２０２５（平成３７）年だが、数値目標は介護保険に合わせて
　 ２０１７（平成２９）年度末等
● 策定に当たり認知症の人やその家族など様々な関係者から幅広く意見を聴取

七 
つ 
の 
柱

①認知症への理解を深めるための普及・啓発の推進
②認知症の容態に応じた適時・適切な医療・介護等の提供
③若年性認知症施策の強化
④認知症の人の介護者への支援
⑤認知症の人を含む高齢者にやさしい地域づくりの推進
⑥認知症の予防法、診断法、治療法、リハビリテーションモデル、
　介護モデル等の研究開発及びその成果の普及の推進
⑦認知症の人やその家族の視点の重視
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ワンポイントフィットネス O n e  P o i n t  F i t n e s s キッチン探訪 V i s i t i n g  o f  K i t c h e n

○平成２５年「国民健康・栄養調査」の結果では、男女共に

（２０～３０歳代）年齢が若いほど「朝食を食べていない人」

「朝食を単品で済ませる人」の割合が多い傾向にあります。

★朝食の効果
○脳の働きを活発にし、集中力や記憶力が高まる

○便秘解消　○体温が上昇し、代謝が高まる

○疲労感が少ない

○食べない方は「まず１品」から、次に目指すはバランスと不足

しやすい野菜を取り入れた「One Ｄｉｓｈ（ひと皿）」を

★簡単朝食作りのコツ
○夕食でまとめ作りを　○包丁要らずな簡単食材の利用を

○冷凍食品や缶詰使用で時短を　○電子レンジ使用で手軽に

1日のはじまりは朝食から

医療法人医仁会 いわやの里
栄養科　管理栄養士
白井　智佳子

○主食がパンの場合
〔シーフードと春野菜の和風チャウダー〕156ｋcal（1人分）
材料（4人分）
（A）ベーコン 15ｇ、玉ねぎ 80ｇ、人参 20ｇ、じゃがいも 80ｇ、生しいたけ 20ｇ
むきえび（冷凍） 90ｇ、あさりの水煮缶 130ｇ（1缶）、大豆（水煮） 80ｇ、サラダ油 小さじ1
（B）白味噌 20ｇ、牛乳 160ｍℓ、だし汁  180ｍℓ
水溶き片栗粉 大さじ1
（C）菜の花 20ｇ、塩  適量
《作り方》
下準備
❶（A）の材料は１ｃｍの角切りにする。
❷（Ｃ）の菜の花は軽く塩茹でして、３ｃｍ幅に切っておく。
❸（Ｂ）はあらかじめ混ぜておく。
調　理
❹鍋にサラダ油を入れて、ベーコンをやや焦げ目がつくまで炒めたら（Ａ）の残りの材料を加え、しんなりするまで炒める。
❺（Ａ）の材料がしんなりしてきたら、むきえび・あさりの水煮缶・大豆の水煮、（Ｂ）を入れ煮る。沸騰してきたら、弱火で5分煮る。
❻仕上げに水溶き片栗粉でとろみを付けて器に盛り付け、（Ｃ）の菜の花をのせる。
（ポイント）
前日に用意をすれば、朝は温めるだけで召上れます。

　「健康ばんざい 京のおばんざい弁当シリーズ」は、先人の様々な知恵が盛り込まれている「おばんざい」の良さを活かし、「おいしさ」と「健康」の
両立を目指して京都府が企画したお弁当シリーズです。
　8項目の厳しい規格基準を満たし、京のおばんざい弁当普及推進協議会において認定されたもので宇治武田病院ベーカリーカフェ「セリエ」で
販売されていますので是非ご賞味ください！

○主食がごはんの場合
〔みつばと鶏ささ身のポン酢和え〕９２ｋcal（1人分）
材料（4人分）
みつば 160ｇ、鶏ささ身 ４本、ぽん酢 大さじ1、塩 適量、白ゴマ 大さじ1
《作り方》
下準備
❶みつばは塩茹でして、水を絞り３ｃｍ幅にカットしておく。
❷鶏ささ身は塩茹でしてほぐしておく。
調　理
❸❶❷をボールに入れ、ポン酢を加えて和える。
❹器に盛り、お好みで白ゴマをかける。
（ポイント）
前日に下準備をしておけば朝は和えるだけでできます。野菜はほうれん草やブロッコリーなどでも代用できます。

簡単朝ごはん例

タケダメディカルフーズサプライセンターのお弁当、「季節の健康御膳」が
京都府の「健康ばんざい　京のおばんざい弁当」に認定されました！

（メニュー）
・パン（ジャム）
・シーフードと春野菜のチャウダー
・いちご
・紅茶

（メニュー）
・ごはん
・みそ汁
・生揚げの網焼き
・みつばと鶏ささ身ポン酢和え
・いちご

　京都市より委託を受け、下京区にお住まいの６５歳以上のお元

気な方（要支援・介護認定非該当）に地域の会場をお借りして出

前の教室（運動・栄養・口腔教室など）を開いている健康運動指導

士です。教室に参加されている方から「最近缶の蓋が開けにくく

なった」、「ペットボトルの蓋は固いので誰かに開けてもらう」という

意見をよく耳にします。また、「握力はどのようにつけるのですか」と

質問してくださる方も多くおられます。握力は弱くなるとドアを開ける・

瓶の蓋を開ける・買い物袋を持って移動するなどの動作に支障が

でるため、日常生活にも影響があるといわれています。握力は①握

る力、②つまむ力、③握り続ける力、④開く力があります。また、筋力

は鍛えたい筋肉とその反対の筋肉（拮抗筋）を鍛える必要がありま

す。握力も同様に握る筋肉を鍛えるためには、反対の開く筋肉を鍛

える必要があります。

握力は男性26ｋｇ、女性18ｋｇが必要とされていますので、今回ご

紹介する運動を行ってみてください。

握力のトレーニング

京都市下京区
地域介護予防推進センター
健康運動指導士
科長代理
濱道　里美

手首の屈曲 新聞握り

○使っている筋肉に意識をして、痛みのない範囲で行いましょう
○5～10秒間ほどかけてゆっくり力をこめましょう
○声を出して数をかぞえながら行いましょう
○回数は8 ～ 15 回を目安に、「ややきつい」と感じる程度で行いましょう

「運動をする際の注意点」

「握る力」

手のひらを上にした状態で、
手首を上下させる。

手首の伸展

手の甲を上にした状態で、
手首を上下させる。

ボールを握ったり放したりを繰り返す。左右両方行う。

握　力
1. 握る力
2. つまむ力
3. 握り続ける力
4. 開く力

ペットボトルつまみ クリップつまみ

「つまむ力」

クリップを指先でつまむ。強度は洗濯ばさみ等他のものを使用し調節する。ペットボトルの蓋を指先で持ち、上げ下げする。
重さは水の量やペットボトルの大きさで調節する。

鞄や買い物袋を持って維持する 輪ゴム開き

「握り続ける力」 「開く力」

指先に輪ゴムをはめ、広げようとする。強度は輪ゴムの本数で調節する。ご自身に合わせた重さのものを一定時間持つ。

お風呂やバケツに
水を入れた中で
グーパーと繰り返す

あなたは和食派？洋食派？いずれのタイプでも使える
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N u r s i n g  M e s s a g e

※ブリッジの会＝武田病院グループの看護の魅力を伝えるプロジェクト

病院見学や就職を希望される方、
ブリッジの会の活動を
詳しくお知りになりたい方は、
下記、武田病院グループ
看護部人材センターへ
ご連絡、お問い合わせください。

ＴＥＬ ： ０７５-３５４-７１１７　ＦＡＸ ： 075-353-3839
e-mail：nurse@takedahp.or.jp
URL：http://takedahp.or.jp/nurse/

ナ
ー
シ
ン
グ
メ
ッ
セ
ー
ジ

介
護
・
福
祉
の
現
場
か
ら

　

武
田
病
院
グ
ル
ー
プ
で
は
、２
０
０
８
年
よ
り

看
護
学
生
を
支
援
す
る
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し

て
い
ま
す
。 

２
０
１
５
年
３
月
22
日（
日
）キ
ャ

ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
で
、最
終
学
年
を
迎
え
る

39
名
の
看
護
学
生
を
対
象
に
看
護
学
生
応
援

セ
ミ
ナ
ー
を
行
い
満
足
度
90
％
と
好
評
を
得
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。（
詳
し
く
は
H
P
を
ご

覧
下
さ
い
）

　

企
画
を
担
当
し
た
ブ
リ
ッ
ジ
の
会
の
メ
ン

バ
ー
は
、自
ら
の
参
加
経
験
を
活
か
し
て
、《
仲

間
と
の
交
流
》《
不
安
軽
減
》を
ね
ら
い
と
し
て

準
備
を
す
す
め
て
い
き
ま
し
た
。

《 

プ
ロ
グ
ラ
ム 

》

●
自
己
紹
介
と
グ
ル
ー
プ
対
抗
ゲ
ー
ム

●
情
報
交
換『
学
生
生
活
・
実
習
で
の
悩
み

や
不
安
』

●
先
輩
看
護
師
の
体
験
談

●『
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
！
』

　
『
漢
字
ゲ
ー
ム
』で
は
、一
気
に
会
話
が
弾
み
、

知
恵
を
出
し
合
っ
て
チ
ー
ム
力
を
発
揮
し
て
い

る
グ
ル
ー
プ
も
あ
り
ま
し
た
。ま
た
、グ
ル
ー
プ

ワ
ー
ク
で
は
、こ
れ
か
ら
の
臨
地
実
習
や
卒
業

論
文
作
成
な
ど
学
生
生
活
に
即
、活
か
せ
る

よ
う
な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
、さ
ら
に
は
１
年

後
の
自
分
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
様
々
な
質
問
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。個
別
相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
る
な
ど
、毎
回
、工
夫
を
凝
ら
し
た
企
画
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
武
田
病
院
グ
ル
ー
プ
で
は
、看
護
師

を
目
指
す
高
校
生
や
看
護
学
生
の
応
援
を
継

続
す
る
と
共
に
、「
看
護
職
の
魅
力
」や「
や
り

が
い
」を
生
の
声
で
伝
え
る
機
会
を
設
け
て
ま

い
り
ま
す
。

ブ
リ
ッ
ジ
の
会
を
卒
業
す
る

メ
ン
バ
ー
の
コ
メ
ン
ト

●
活
動
を
通
し
て
、多
く
の
高
校
生
や

看
護
学
生
と
出
会
え
た
こ
と
は
貴
重

な
経
験
で
、自
ら
の
体
験
を
語
り
な

が
ら
も
、一
方
で
は
大
変
な
パ
ワ
ー
を

も
ら
っ
て
い
た
こ
と
に
気
づ
い
た
。

●
同
世
代
の
仲
間
か
ら
刺
激
を
受
け
た

り
、目
を
輝
か
せ
て
私
の
話
を
聞
い
て

く
れ
る
後
輩
に
出
会
っ
た
こ
と
で
、モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持
で
き
た
。プ
レ
ゼ

ン
力
を
つ
け
る
こ
と
も
で
き
た
。

●
他
施
設
の
看
護
職
や
多
く
の
人
と
関

わ
る
こ
と
が
出
来
た
こ
と
は
大
き
な

収
穫
だ
っ
た
。会
話
力
が
身
に
つ
い
た
。

第
21
回
看
護
学
生
応
援
セ
ミ
ナ
ー
報
告

ワークの様子

ゲームの様子『急には思い出せない・・』

武
田
病
院
グ
ル
ー
プ

看
護
部
人
材
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長

吉
田　

乃
里
子

ブ
リ
ッ
ジ
思
い
や
り
の
会

本
部
　
福
祉
事
業
部
長
　

人
材
セ
ン
タ
ー

介
護
職
確
保
対
策
室
長
　

小
寺　

勝

近
藤　

佳
苗

1）学習・実習について
　●看護学生の間にしておくとよいこと
　●国家試験勉強法、一日の学習時間について
　●実習指導者担当者から学生へ期待すること
2）各施設の特徴について
　●配属先について
　●職場の雰囲気について
　●寮生活について
3）入職後について
　●同僚、他職種との協働
　●ストレス発散法、悩み相談
　●先輩看護師の心に残った看護体験

看
護
学
生
か
ら
の
質
問
ベ
ス
ト
３　

就職フェア

　

近
年
の
介
護
現
場
の
実
態
を
あ
ら
わ
す
表

現
と
し
て
、一
般
的
に
離
職
率
の
高
さ
、慢
性

的
な
人
材
不
足
、質
の
低
下
等
が
よ
く
挙
げ

ら
れ
ま
す
。当
グ
ル
ー
プ
も
例
外
で
な
く
、優

秀
な
人
財・
の
確
保
に
苦
慮
し
て
い
る
現
状
に

あ
り
ま
す
。特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム（
ヴ
ィ
ラ

山
科
・
加
茂
の
里
・
ヴ
ィ
ラ
稲
荷
山
・
ヴ
ィ
ラ

鳳
凰
）４
施
設
、老
人
保
健
施
設（
白
寿
・
い
わ

や
の
里
）２
施
設
か
ら
若
手
職
員（
２
０
１
１

年
度
以
降
入
職
）を
そ
れ
ぞ
れ
１
名
選
出
、介

護
人
財・
確
保
に
向
け
た
ア
ピ
ー
ル
活
動
チ
ー

ム
と
し
て「
ブ
リ
ッ
ジ
思
い
や
り
の
会
」を
２

０
１
４
年
７
月
31
日
に
発
足
し
ま
し
た
。

【
活
動
の
目
的
】

１
、 

当
グ
ル
ー
プ
の
強
み（
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
や
ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
）を
活
か
し
な

が
ら
、施
設
の
取
組
み
を
広
く
ア
ピ
ー
ル
す

る
機
会
を
多
く
持
ち
、優
秀
な
人
財・
を
確
保

で
き
る
よ
う
に
外
部
に
向
け
働
き
か
け
る
。

２
、 

介
護
の
仕
事
の
魅
力
を
リ
ア
ル
に
伝

え
、職
場
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
目
指
す
。

３
、 

在
職
者
が「
仕
事
の
魅
力
」を
再
認
識
す

る
こ
と
で
、「
や
り
が
い
」を
持
ち
働
け
る
。

【
活
動
が
目
指
す
成
果
】

１
、 

介
護
の
魅
力
と
や
り
が
い
を
感
じ
、働

き
た
い
と
思
う
若
者
が
増
え
る
。

２
、 

私
た
ち
の
活
動
を
見
た
人
が
就
職
フ
ェ

ア
に
足
が
向
き
、話
を
聞
き
に
き
て
く
れ
る
。

３
、 

施
設
や
介
護
に
興
味
・
関
心
を
持
ち
、見

学
か
ら
就
職
に
繋
が
る
。

４
、 

在
職
者
が
仕
事
の
や
り
が
い
を
再
認
識

し
、笑
顔
で
ケ
ア
が
で
き
る
。

５
、 

メ
ン
バ
ー
が
本
活
動
を
通
じ
て
行
動

力
・
発
信
力
を
高
め
ら
れ
る
こ
と
に
よ
り
グ

ル
ー
プ
に
寄
与
で
き
る
。

【
現
在
に
至
る
ま
で
の
活
動
】

１
、 

月
１
回
の
会
議
に
て
ア
ピ
ー
ル
方
法
な

ど
検
討（
計
８
回
）

２
、 

採
用
案
内（
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
）作
成

３
、 

京
の
ま
ち
企
業
訪
問「
業
界
研
究
会
」へ
の

参
加（
２
０
１
５
年
１
月
15
日：み
や
こ
め
っ
せ
）

４
、 

福
祉
職
場
就
職
フ
ェ
ア
へ
の
参
加（
２

０
１
５
年
３
月
３
日
：
メ
ル
パ
ル
ク
京
都
）

５
、 

学
内
合
同
説
明
会
へ
の
参
加（
２
０
１

５
年
３
月
14
日
：
佛
教
大
学
）

６
、 

高
等
学
校
出
前
講
座（
塔
南
高
校
・
城
南

菱
創
高
校
）へ
の
見
学
参
加

　

今
後
の
活
動
も
メ
ン
バ
ー
の
自
主
性
、自

立
性
を
最
大
限
配
慮
し
行
っ
て
ま
い
り
ま

す
。ま
た
、今
後
も
大
学
、短
期
大
学
、専
門
学

校
、高
校
な
ど
要
請
が
あ
れ
ば
訪
問
さ
せ
て

い
た
だ
き
、介
護
の
魅
力
・
当
グ
ル
ー
プ
の
魅

力
発
信
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。今
後
の
活

動
に
是
非
ご
期
待
下
さ
い
。
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［第107号］

平成27年5月25日

メディカルジャパン2015大阪
武田隆久理事長らがテープカット

　「メディカルジャパン2015大阪」が2月4日～6日、
大阪南港のインテックス大阪で開催されました。
　同展は、病院・介護・医療機器・先端医療・製薬
などを網羅した日本初の「医療総合展」です。「関
西を日本・アジアの医療産業のハブにしていきた
い」という関西広域連合の思いを受けて実現したも
ので、医療に関わる約660の企業や団体が出展。医療
関係者約25,000人が来場し、技術相談や商談が活発に
行われました。
　当グループの武田隆久理事長（京都私立病院協会
副会長）も参加し、松井一郎大阪府知事らとテープ
カットを行いました。医療のイノベーションで関西から日本を元気にしていく意義ある取り組みだと感じています。

京
の
医
史
跡
を
訪
ね
て

　

初
代
島
津
源
蔵
が
、現
在
の
資
料
館
所
在

地
で
理
化
学
器
械
製
作
場
を
創
業
し
ま
し
た

が
、55
歳
で
他
界
し
ま
す
。家
の
手
伝
い
の
た

め
、小
学
校
へ
は
１
年
半
し
か
通
う
こ
と
が
で

き
な
か
っ
た
長
男
の
梅
治
郎（
二
代
目
源
蔵
）で

す
が
、早
く
か
ら
科
学
知
識
に
興
味
を
持
ち

「
都
を
ど
り
」で
ア
ー
ク
灯
を
点
灯
、そ
の
半
年

後
の
明
治
17（
１
８
８
４
）年
に
は
、そ
の
後
、Ｘ

線
写
真
撮
影
の
電
源
と
な
る
発
電
装
置「
ウ
イ

ム
シ
ャ
ー
ス
ト
感
応
起
電
機
」の
試
作
に
成
功
。

「
外
国
に
頼
ら
な
い
、日
本
独
自
の
科
学
技
術

を
確
立
す
る
」と
い
う
初
代
の
強
い
思
い
は
、25

歳
で
代
表
と
な
る
二
代
目
に
し
っ
か
り
受
け
継

が
れ
ま
し
た
。

　

源
蔵
は「
日
本
も
科
学
立
国
た
る
に
は
理
化

学
教
育
を
確
立
さ
せ
る
以
外
に
な
い
」と
、西

欧
か
ら
輸
入
さ
れ
る
先
端
機
器
を
教
育
実
習

用
と
し
て
次
々
制
作
、各
地
の
小
学
校
な
ど
へ

収
め
ま
し
た
。Ｘ
線
は
、ド
イ
ツ
の
ス
ト
ラ
ス
ブ
ル

グ
大
学
で
レ
ン
ト
ゲ
ン
博
士
と
研
究
室
を
共
に

し
た
第
三
高
等
学
校
の
村
岡
範
為
馳（
む
ら
お

か・は
ん
い
ち
）教
授
が
研
究
を
行
っ
て
い
ま
し

た
が
、高
圧
発
電
装
置
な
ど
理
化
学
機
器
の
先

駆
と
し
て
の
源
蔵
に
協
働
を
呼
び
か
け
ま
す
。

　

Ｘ
線
の
撮
影
は
当
初
、失
敗
を
重
ね
た
も
の

の
、レ
ン
ト
ゲ
ン
博
士
の
発
見
か
ら
11
カ
月
後
の

明
治
29（
１
８
９
６
）年
に
は
撮
影
に
成
功
、さ

ら
に
、「
人
々
の
役
に
立
た
な
け
れ
ば
意
味
が
な

い｣

と
の
源
蔵
の
研
究
心
に
よ
り
、翌
明
治
30
年

に
教
育
用
Ｘ
線
装
置
を
完
成
。13
年
後
の
明

治
42（
１
９
０
９
）年
、国
産
第
１
号
と
な
る
医

療
用
Ｘ
線
装
置
も
完
成
さ
せ
、千
葉
県
の
国
府

台
陸
軍
衛
戌
病
院（
現・国
立
国
際
医
療
セ
ン

タ
ー
国
府
台
病
院
）を
は
じ
め
多
く
の
病
院
に

納
入
さ
れ
ま
し
た
。

　

Ｘ
線
撮
影
に
は
、５
万
〜
10
万
Ｖ
の
高
電
圧

が
必
要
で
、Ｘ
線
感
応
の
性
質
や
、レ
ベ
ル
ラ
ン

ク
が
合
わ
な
い
と
撮
影
は
不
可
能
で
す
。少
年

期
に
試
作
し
た「
ウ
イ
ム
シ
ャ
ー
ス
ト
感
応
起

電
機
」が
役
立
っ
た
の
を
初
め
、後
の
画
期
的
な

発
明「
易
反
応
性
鉛
粉
製
造
法
」に
よ
る
蓄
電

池
は
、島
津
源
蔵
の
頭
文
字
を
と
っ
て
Ｇ
Ｓ
バッ

テ
リ
ー
と
し
て
あ
ま
り
に
も
有
名
で
す
。

　

そ
の
他
、Ｘ
線
技
師
養
成
の
た
め
、昭
和
２

（
１
９
２
７
）年
に
は
、現
在
の
創
業
記
念
資
料

館
を
校
舎
と
し
て「
島
津
レ
ン
ト
ゲ
ン
技
術
講

習
所
」（
現・京
都
医
療
科
学
大
学
、園
部
町
）

を
開
講
し
ま
し
た
。

 　

源
蔵
は
昭
和
26（
１
９
５
１
）年
10
月
３
日
、

82
歳
で
亡
く
な
り
ま
す
。生
涯
の
発
明
考
案

は
１
７
８
件
に
上
り
、「
日
本
の
エ
ジ
ソ
ン
」と
称

さ
れ
ま
し
た
。汎
用
Ｘ
線
装
置「
ダ
イ
ア
ナ
号
」

が
資
料
館
に
常
設
さ
れ
て
い
る
の
を
は
じ
め
、

科
学
の
発
展
の
歴
史
的
展
示
物
が
見
学
で
き

ま
す
。

　

国
産
初
期
の
レ
ン
ト
ゲ
ン
装
置（
Ｘ
線
撮
影
機
器
）が
、「
島
津
製
作
所 

創
業
記
念
資
料
館
」に
残
さ
れ
て
い
ま
す
。明
治
29（
１
８
９
６
）年
、ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム・

レ
ン
ト
ゲ
ン
博
士
が
Ｘ
線
を
発
見
し
た
11
カ
月
後
に
、二
代
目
島
津
源
蔵
が
第
三
高
等
学
校（
現
・
京
都
大
学
）と
の
協
働
で
、Ｘ
線
撮
影
に
成
功
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
医
療
や
科
学
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を
果
た
す
源
蔵
の
足
跡
を
た
ど
り
ま
す
。

国
産
X
線
装
置
発
祥
の
地

島津製作所 創業記念資料館

汎用Ｘ線装置「ダイアナ号」
島津製作所 創業記念資料館　京都市中京区木屋町二条南
電話（075）255-0980　FAX（075）255-0985

島津源蔵

武
田
隆
久
理
事
長（
写
真
中
央
）

帯に描かれた [みつ蜂と皐月の花]
橋本由美 作

　武田病院グループでは、今年度も新たに初期臨床
研修医を迎え入れることが出来ました。
　初期臨床研修医は、２年間の研修プログラムでプラ
イマリ・ケアから救急医療、地域医療など専門分野か
ら一般的な日常診療まで幅広く学び、将来専門とする
分野にかかわらず、常に患者さんを思いやる気持ちを持
ち、医師としての人格を涵養し、医療の果たすべき社
会的役割を認識しつつ、一般的な診療において頻繁
に関わる疾病あるいは負傷に適切に対応できるための
基本的な診療能力、求められる態度や姿勢を身につけ
ていきます。
　今後も当グループでは、医師をはじめとする医療従
事者の育成を通じ、地域医療の発展に貢献していきま
す。どうぞ宜しくお願いします。

前列左から　岸本尚也医師（医仁会）、大石健医師（医仁会）、倉橋光輝医師（医仁会）、竹田一博医師（医仁会）
後列左から　齊藤正興医師（康生会）、矢野鉄人医師（康生会）、岩木亮介医師（康生会）、

平川寛医師（宇治・歯科）笹野統之先生医師（医仁会・歯科）、中村碧医師（医仁会）、林美里医師（医仁会）、
花山亜沙医師（医仁会２年次）、花山寛朗医師（医仁会２年次）、山下正真医師（医仁会）

新たに初期臨床研修医１４名を迎えました
【康生会武田病院・医仁会武田総合病院・宇治武田病院】
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